
事業活動の紹介

デザイン性を有した多層抄き和紙の製造方法の確立

②令和元年度産学共同研究開発支援事業の成果報告

【森製紙株式会社の研究開発成果】

　令和元年度の産学共同研究開発支援事業で助成決定しました４社のうち本号では、森製紙有限会社（日高村）、株式
会社セツロテック（徳島市）、シンワ株式会社（四国中央市）の成果を報告いたします。

研究開発テーマ名

令和元年９月 ～ 令和２年８月実 施 期 間

森製紙有限会社企  業  名

高知県立紙産業技術センター共 同 研 究 機 関

　包装資材やインテリア資材として活用されるデザイン紙は、デザインに応じた模様入りの抄紙網が
製品ごとに必要であり、小ロットや短納期対応が困難であった。そこで無地の抄紙網上へデザイン紙
用の模様を簡易に後付けで形成、また形成した模様の取り外しを可能にさせることで、小ロット、短納
期対応が可能となる製造方法を開発する。その中で、従来法と同等以上のデザイン紙としてのパ
ターンの表現・実現性についても検証する。

　無地の抄紙網に自社独自でデザインした模様を取り付けることに成功したが、抄紙網に取り付け
た模様の取り外しについては90%ほどの除去は可能であったが、100%除去には至らなかった。無
地の抄紙網に自社でデザインした模様を付けて、デザイン紙の試作をしたところ、現行のデザイン入
りの専用抄紙網で製造したものと比較しても、同様の模様パターンの再現性があるデザイン紙の製
造に成功した。今後は模様の取り外しに関して、取り付けた模様の100%除去を可能にし、一つの
抄紙網で多種のデザイン紙を製造可能にするために、研究を続けていく。

本研究で試作した模様紙の一例
・5 ㎜角の市松模様紙をマスクの表層材として利用したもの
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iPS細胞を用いた有用ゲノム編集細胞の開発

【株式会社セツロテックの研究開発成果】

研究開発テーマ名

令和元年９月 ～ 令和２年８月実 施 期 間

株式会社セツロテック企  業  名

国立大学法人徳島大学共 同 研 究 機 関

　弊社はゲノム編集受託サービスを提供する大学発ベンチャー（2017年設立）で、徳島大学で開
発されたゲノム編集技術を基に事業化を進めてきた。本開発では、基幹の受託事業に加え、『有用
なゲノム編集細胞』の製品化に着手する。開発に用いる細胞は多能性幹細胞（iPS細胞等）とし、
ターゲット顧客は創薬分野とバイオマテリアル分野を想定する。製品は、疾患モデル細胞と生体組
織素材を産生するタンパク生産細胞を開発する。

　創薬分野では、目標となる「iPS細胞における有用遺伝子導入のツール開発」に成功し、弊社で
行っているゲノム編集受託サービスとして導入した。また、既に関連企業との協同販売も開始してお
り、iPS細胞を用いた『有用なゲノム編集細胞』の製品化を進めている。下記図表に協同販売の一
例を紹介する。バイオマテリアル分野についても、繊維をターゲットとした安定した素材供給ツール
の開発に成功した。複数の企業と連携を進め、共同研究開発がさらに継続される。
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